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大切な地域の財産、みんなで守るよ！大切な地域の財産、みんなで守るよ！大切な地域の財産、みんなで守るよ！
　秋ノ宮小学校全校生徒５６人が取り組む「杉の子隊」活動。　秋ノ宮小学校全校生徒５６人が取り組む「杉の子隊」活動。
地域と一体となって行われてきた学校林を守り育てる活動や地域と一体となって行われてきた学校林を守り育てる活動や
施設訪問といった福祉活動などが高い評価をうけ、全国で５施設訪問といった福祉活動などが高い評価をうけ、全国で５
団体に贈られる「みどりの奨励賞」を受賞しました団体に贈られる「みどりの奨励賞」を受賞しました

　秋ノ宮小学校全校生徒５６人が取り組む「杉の子隊」活動。
地域と一体となって行われてきた学校林を守り育てる活動や
施設訪問といった福祉活動などが高い評価をうけ、全国で５
団体に贈られる「みどりの奨励賞」を受賞しました
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九
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
七
日
ま
で
、
姉
妹

都
市
提
携
五
十
周
年
を
記
念
し
て
、
蝦
名
大
也

釧
路
市
長
、
黒
木
満
釧
路
市
議
会
議
長
を
は
じ

め
と
し
た
、
釧
路
市
議
会
議
員
、
商
工
会
議
所

役
員
ほ
か
文
化
団
体
な
ど
一
行
三
十
三
人
が
当

市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

二
十
六
日
に
は
、
観
光
栗
園
で
の
栗
拾
い
や

川
連
漆
器
伝
統
工
芸
館
に
て
蒔
絵
を
体
験
す
る

な
ど
、
姉
妹
都
市
の
観
光
・
文
化
を
満
喫
し
た

ほ
か
、
午
後
六
時
か
ら
は
湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
で
歓
迎
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

釧
路
市
に
は
、
当
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
酒

造
銘
柄
が
、
大
正
時
代
か
ら
販
売
さ
れ
て
い
た

こ
と
や
、
米
、
わ
ら
工
芸
、
木
工
品
な
ど
が
移

入
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
秋
田
県
出
身
者

が
相
当
数
居
住
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
昭

和
三
十
八
年
十
月
四
日
に
姉
妹
都
市
の
絆
を
結

び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
、
齊
藤
光

喜
市
長
、
藤
原
一
男
市
議
会
議
長
ほ
か
総
勢
二

十
人
が
釧
路
市
を
訪
問
し
ま
し
た
。　

《
表
敬
訪
問
》

　

四
日
に
は
、
齊
藤
市
長
、
藤
原
市
議
会
議
長

を
は
じ
め
と
す
る
公
式
訪
問
団
が
釧
路
市
役
所

を
表
敬
訪
問
し
、
蝦
名
釧
路
市
長
、
黒
木
釧
路

市
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
大
勢
の
職
員
の
拍
手

で
出
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、
庁
舎
内
で

は
懇
談
会
が
行
わ
れ
、
蝦
名
市
長
か
ら
「
五
十

周
年
を
迎
え
、
す
ば
ら
し
い
時
間
を
と
も
に
過

ご
し
た
い
」
と
の
歓
迎
を
受
け
、
齊
藤
市
長
は
、

「
こ
の
五
十
周
年
を
機
に
交
流
の
輪
を
広
げ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

ま
た
藤
原
市
議
会
議
長
も
「
物
産
交
流
で
の

釧
路
の
魚
を
、
湯
沢
市
民
は
楽
し
み
に
し
て
い

る
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

《
姉
妹
都
市
提
携
五
十
周
年
記
念
式
典
》

　

五
日
に
は
、
釧
路
市
民
文
化
会
館
で
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、
釧
路
市
内
の
小
・
中
学
生
・

高
校
生
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
お
よ
そ
七
百
人
が

出
席
し
、
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

同
じ
く
釧
路
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
鳥
取
県
鳥

取
市
も
出
席
し
、
釧
路
市
と
の
交
流
継
続
の
調

印
を
行
い
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

《
姉
妹
都
市
提
携
五
十
周
年
記
念
式
典
》

　

五
日
に
は
、
釧
路
市
民
文
化
会
館
で
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
、
釧
路
市
内
の
小
・
中
学
生
・

高
校
生
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、
お
よ
そ
七
百
人
が

出
席
し
、
節
目
を
祝
い
ま
し
た
。
式
典
に
は
、

同
じ
く
釧
路
市
の
姉
妹
都
市
で
あ
る
鳥
取
県
鳥

取
市
も
出
席
し
、
釧
路
市
と
の
交
流
継
続
の
調

印
を
行
い
、
次
世
代
へ
継
承
し
て
い
く
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
の
湯
沢
市
と
は
、
遠
く
海

を
渡
り
、
交
流
を
積
み
重
ね
、
早
く
も

半
世
紀
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

間
、
目
に
は
見
え
な
い
強
い
絆
が
両
市

と
の
間
に
し
っ
か
り
と
築
き
上
げ
ら
れ

て
き
て
い
る
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
記
念
す
べ
き
節
目
を
共
に
祝
い
、

お
互
い
へ
の
信
頼
と
感
謝
の
思
い
、
そ

し
て
今
日
ま
で
築
き
上
げ
て
き
た
結
び

つ
き
の
意
義
を
し
っ
か
り
と
次
代
へ
と

引
き
継
ぐ
べ
く
、
気
持
ち
も
新
た
に
未

来
に
向
か
っ
て
さ
ら
な
る
交
流
の
輪
を

広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

釧路市
蝦名　大也 市長

　

昭
和
三
十
八
年
十
月
四
日
に
姉
妹
都

市
提
携
を
結
ん
で
以
来
、
半
世
紀
が
経

過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
交
流
の
成

果
は
、
両
市
の
市
史
の
中
に
刻
み
込
ま

れ
、
あ
る
い
は
記
念
の
品
と
し
て
、
あ

る
い
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
心
の
中
に
、

有
形
無
形
の
か
け
が
え
の
な
い
財
産
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
中
に
根
差
し
、
受
け
継
が
れ

て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
五
十
周
年
を
契
機
と
し
、
さ
ら

に
幅
広
い
交
流
を
行
い
、
友
好
の
礎
の

上
に
一
層
の
繁
栄
を
築
い
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

湯沢市
齊藤　光喜 市長
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▲釧路市から贈られたアイヌ文様
　刺繍タペストリー
　作：西田香代子さん
　（北海道アイヌ協会優秀工芸師）

にし   だ    か    よ    こ
▲湯沢市が贈った川連塗りに沈金と蒔絵
　の技法を用いて作製した楯
　作：沓澤則雄さん（漆工芸作家）

くつ  ざわ のり   お

訪釧　10月4日(金)～6日(日) 来湯　9月25日(水)～27日(金)

姉妹都市提携50周年記念 心の琴線に触れる交流を

▲稲刈り風景の視察

▶急須台の
　蒔絵体験の
　様子

▲釧路全日空ホテルで開催された「交流の夕べ」



診
療
費
の
状
況

国
保
の
加
入
状
況

　

こ
れ
は
、
一
人
当
た
り
の
診
療
費
が
上
昇

し
て
い
る
こ
と
が
言
え
ま
す
。

　

一
人
当
た
り
の
診
療
費
は
、
グ
ラ
フ
３
の

診
療
費
を
年
間
の
平
均
被
保
険
者
数
で
除
し

て
算
出
し
た
も
の
で
す
。
（
グ
ラ
フ
４
）

　

国
保
加
入
世
帯
数
は
八
千
百
七
十
七
世
帯

で
、
市
の
全
世
帯
数
一
万
八
千
二
百
六
十
八

世
帯
の
44
・
8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
加
入
者
数
は
一
万
四
千
九
百
九
十

七
人
で
、
市
の
総
人
口
五
万
三
百
九
十
八
人

の
29
・
8
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
構
成
比
は
「
グ
ラ
フ
２
」
の
と
お
り

で
、
一
般
被
保
険
者
が
一
万
四
千
二
百
七
十

七
人
（
95
・
2
％
）、
退
職
被
保
険
者
が
七

百
二
十
人（
4
・
8
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

前
年
度
と
比
較
し
、
一
般
被
保
険
者
は
減

少
、
退
職
被
保
険
者
は
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

被
保
険
者
の
平
均
年
齢
は
五
十
二
・
五
歳

で
、
年
齢
別
人
口
比
率
を
見
る
と
、
五
十
五

歳
か
ら
七
十
四
歳
ま
で
の
被
保
険
者
は
、
全

体
の
60
・
8
％
で
す
。

※

数
字
は
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日
現
在

　

二
十
四
年
度
の
診
療
費
全
体
（
一
般
＋
退

職
）
で
は
三
十
四
億
三
千
二
百
四
万
八
千
円

で
、
前
年
度
か
ら
二
千
八
百
四
十
一
万
三
千

円
増
加
し
ま
し
た
。

　

一
般
被
保
険
者
の
診
療
費
は
、
前
年
度
と

の
比
較
で
二
千
四
百
三
十
七
万
七
千
円
増
加

し
、
三
十
二
億
六
千
三
百
四
十
四
万
五
千
円
、

退
職
者
の
診
療
費
も
四
百
三
万
六
千
円
増
加

し
、
一
億
六
千
八
百
六
十
万
三
千
円
で
し
た
。

（
グ
ラ
フ
３
）

　

二
十
四
年
度
の
年
間
の
平
均
被
保
険
者
数

は
前
年
度
と
比
較
し
、
一
般
被
保
険
者
で
四

百
六
十
七
人
、
退
職
被
保
険
者
で
十
三
人
減

少
し
て
い
ま
す
が
、
一
人
当
た
り
の
診
療
費

は
、
一
般
被
保
険
者
で
八
千
六
百
六
十
七
円
、

退
職
被
保
険
者
で
八
千
九
百
六
十
九
円
増
加

し
て
い
ま
す
。
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市民課からのお知らせ（国保年金班／☎73－2111内線154・155） 平成平成2424年度　国民健康保険特別会計年度　国民健康保険特別会計平成24年度　国民健康保険特別会計

決
算
と
診
療
費
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

決
算
の
状
況

八
千
円
（
12
・
5
％
）
で
、
前
年
度
よ
り
五

千
十
八
万
九
千
円
増
加
し
ま
し
た
。
介
護
保

険
納
付
金（
介
護
保
険
に
充
て
る
お
金
）
は
三

億
九
千
七
百
三
十
二
万
八
千
円
（
6
・

5
％
）
で
、
前
年
度
よ
り
一
千
百
三
十
二
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
収
入
か
ら
支
出
を
差
し

引
い
た
二
億
四
千
九
百
九
十
三
万
六
千
円
は
、

二
十
五
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
の
主
な
改
正
点
は
、
保
険
税

の
資
産
割
廃
止
で
す
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
の
収
支
状
況
は
、「
グ
ラ
フ
１
」の
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

入
総
額
は
、
六
十
三
億
八
千
五
百
八

　
　
　

十
六
万
七
千
円
で
し
た
。
主
な
内
訳

は
、
国
民
健
康
保
険
税
（
国
保
税
）
が
十
億

六
千
三
百
三
十
一
万
三
千
円
（
16
・
6
％
）、

国
や
県
か
ら
の
負
担
金
・
交
付
金
等
が
二
十

億
三
千
三
百
五
十
一
万
円
（
31
・
8
％
）、
支

払
基
金
か
ら
の
交
付
金
が
十
五
億
三
千
四
十

九
万
六
千
円（
24
・
0
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
を
抑
制
す
る

た
め
、
基
金
か
ら
三
千
七
百
万
円
の
取
り
崩

し
を
行
い
、
税
率
も
前
年
度
か
ら
据
え
置
き

ま
し
た
。

　
　
　

出
総
額
は
、
六
十
一
億
三
千
五
百
九

　
　
　

十
三
万
一
千
円
で
し
た
。
こ
の
う
ち
、

保
険
給
付
費
（
病
院
な
ど
に
支
払
っ
た
お

金
）
が
三
十
七
億
八
千
九
百
四
十
九
万
円
で
、

支
出
全
体
の
61
・
7
％
を
占
め
て
お
り
、
前

年
度
よ
り
三
千
四
十
六
万
六
千
円
増
加
し
ま

し
た
。
ま
た
、
共
同
事
業
拠
出
金
（
三
十
万

円
以
上
の
高
額
療
養
費
を
支
出
す
る
た
め
、

都
道
府
県
単
位
で
拠
出
）
は
、
九
億
一
千
二

百
二
十
三
万
六
千
円
（
14
・
9
％
）
で
、
前

年
度
よ
り
九
千
百
七
十
万
円
増
加
し
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
は
七
億
六
千
四
百
九
十
八
万

○グラフ１　平成24年度の収支状況

○グラフ２　国保の加入状況

○グラフ３　診療費の動き

○グラフ４　一人当たりの診療費

支出総額　６１億３，５９３万１千円

収入総額　６３億８，５８６万７千円

退職一般

退職一般

退職一般

３０億円

２０億円

１０億円

４０億円

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度

１億６，８６０万３千円１億６，４５６万７千円１億８，４８７万１千円１億８，１５１万９千円

３２億６，３４４万５千円３２億３，９０６万８千円３３億３，３８６万６千円３３億１，７２５万１千円

４０万

３０万

２０万

１０万

５０万

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度

２２万２，１３９円２１万３，１７０円２８万１０８円２７万３，３７２円

２２万５，３１３円２１万６，６４６円２１万２，２１３円２０万２，９１５円

支

収

２０，０００

１０，０００

平成２４年度平成２３年度平成２２年度平成２１年度

７２０人７１９人６７８人５９２人

１４，２７７人１４，５９３人１５，２４０人１５，８８８人

※診療費は、入院、通院、歯科診療に要した費用の額です。調剤・食事療養などは含まれません。

・医療分
　7億4,930万8千円（11.7％）
・後期高齢者支援金分
　1億9,452万9千円（3.0％）
・介護分
　1億1,947万6千円（1.9％）

◎その他
　4億4,326万1千円
　　 　　（6.9％）

◎繰入金
　4億1,063万3千円（6.5％）

◎共同事業交付金
　9億465万4千円
　　　　（14.2％）

◎支払基金からの交付金
　15億3,049万6千円（24.0％）

◎国・県からの負担金・交付金など
　20億3,351万円（31.8％）

◎国民健康保険税
　10億6,331万3千円（16.6％）

・市からの繰入金
　3億7,363万3千円（5.9％）
・基金繰入金
　　　　　3,700万円（0.6％）

・退職者医療分
　2億6,617万5千円（4.2％）
・前期高齢者分
　12億6,432万1千円（19.8％）

・国からの負担金・交付金など
　16億3,030万円（25.5％）
・県からの負担金・交付金など
　4億321万円（6.3％）

◎共同事業拠出金
　9億1,223万6千円
　　　　（14.9％）

◎後期高齢者支援金
　7億6,498万8千円
　　　　　（12.5％）

◎介護保険納付金
　3億9,732万8千円
　（6.5％）

◎保健事業費
　6,548万5千円
　　　　（1.1％）

◎事務費
　1億582万1千円
　　　　  （1.7％）

◎保険給付費（病院などに支払ったお金）
　37億8,949万円（61.7％）

◎その他
　1億58万3千円
　　　　（1.6％）

・一般医療分
　35億9,033万8千円（58.5％）
・退職医療分
　1億8,098万5千円（2.9％）
・出産育児一時金
　1,341万7千円（0.2％）
・葬祭費
　475万円（0.1％）
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平
成
二
十
四
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
の
歳
入
で
は
、
第
一
号
被
保
険
者

（
六
十
五
歳
以
上
の
人
）が
納
め
る
介
護

保
険
料
と
、
第
二
号
被
保
険
者
（
四
十

歳
以
上
六
十
五
歳
未
満
の
人
）
の
支
払

基
金
交
付
金
の
合
計
が
、
二
十
億
七
千

九
百
二
十
七
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
歳
入
全
体
の　

・
１
パ
ー
セ
ン
ト
）。

４２

　

こ
の
ほ
か
、
国
と
県
、
市
の
法
定
負

担
分
や
繰
越
金
な
ど
を
含
め
た
歳
入
全

体
の
合
計
は
、
四
十
九
億
三
千
七
百
十

四
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

法
定
給
付
費
と
し
て
、
四
十
四
億
六

千
九
百
四
十
九
万
三
千
円
が
支
払
わ
れ

て
い
ま
す
。
内
訳
の
主
な
も
の
と
し
て

は
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
が
二
十
二
億
五
千

七
百
八
十
六
万
三
千
円
（
歳
出
全
体
の

　
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
）、
施
設
サ
ー
ビ
ス

４６が
十
八
億
四
千
九
百
八
十
万
一
千
円

（
同　

・
１
パ
ー
セ
ン
ト
）
で
し
た
。

３８

　

そ
の
ほ
か
の
支
出
を
含
め
た
歳
出
全

体
の
合
計
は
、
四
十
八
億
五
千
七
百
六

十
六
万
一
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
い
た
七
千

九
百
四
十
八
万
三
千
円
を
二
十
五
年
度

に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

◇
担　

当　

長
寿
福
祉
課
高
齢
介
護
班

　
（
緯
炎
２
１
１
１
内
線
５
１
８・５
１
９
）

　

歳　
入

　

歳　
出

保険料（５０％）公費（５０％）

第２号被保険者分第１号被保険者分市県国

２９．０％２１．０％

１２．５％１７．５％２０％
（調整交付金５％）

施
設
分

１２．５％１２．５％２５％
（調整交付金５％）

施
設
外
分

　要支援・要介護認定を受けたかたが利用する介護
保険サービスの費用（介護給付費）は、原則としてか
かった費用の１割を利用者が負担し、残りの９割が
介護保険から給付されます。介護保険の財源は、左
表のとおり、国・県・市の公費と４０歳以上のかたが
支払う介護保険料でまかなわれています。

◆介護給付費の財源

平
成　

年
度

２４
介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
状
況

その他収入（手数料、基金、利子等）
1億810万5千円（２.2％）

前年度（平成23年度）繰越金
7,886万8千円（1.6％）

国庫補助金
（調整交付金等）
4億1,867万4千円
（8.5％）

県補助金
5,406万7千円
（1.1％）

国庫負担金
7億9,580万4千円
（16.1％）

県負担金
6億7,157万7千円
（13.6％）

一般会計繰入金
（市負担金、事務費等）
7億3,077万円
（14.8％）

支払基金交付金
13億505万8千円
（26.4％）

第１号被保険者保険料
7億7,422万1千円
（15.7％）

49億3,714万4千円

歳入
保　
　

険　
　

料

公　
　
　
　
　

費

7
2013.11.02013.11.011

▼支払基金交付金
　第二号被保険者が加入している各健
康保険組合で徴収した介護保険料は、
社会保険診療報酬支払基金へいったん
納められます。その中から、市で支出
された法律に定める介護サービス給付
費全体に対しての２９パーセント分が交
付されるものです。

▼調整交付金
　国が負担する２５パーセントのうち、
２０パーセント（施設等給付費は２０％の
うち１５％）は、各市町村の標準給付費
額に対して定率で交付されます。（年
度ごとの確定額に基づき過不足を精算）
　残り５パーセントが調整交付金とし
て、市町村の努力では対応できない第
一号被保険者保険料の格差を是正する
ために交付されます。

▽居宅介護・介護予防サービス
　居宅介護サービスとは、要介護１か
ら５までの人が利用する訪問介護（ホ
ームヘルプサービス）、通所介護（デイ
サービス）、短期入所（ショートステイ）
などです。
　介護予防サービスとは、要支援に認
定された人が利用する介護予防訪問介
護、介護予防通所介護、介護予防短期
入所などです。
　どちらのサービスにも、住宅改修、
福祉用具貸与、グループホームなどの
介護サービスを含みます。

▽施設介護サービス
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、
介護療養型医療施設の介護サービスの
ことです。

▽特定入所者介護サービス等給付費
　施設介護サービスの対象施設や短期
入所を利用した際にかかる食費、居住
費（滞在費）の負担軽減事業です。

▽高額介護サービス費
　介護サービスの利用料が一定額を超
えた場合、その超えた部分の金額を援
助するものです。

▽市町村特別給付費
　第一号被保険者保険料を財源として、
各市町村が独自に行う介護サービス事
業です。湯沢市では、紙おむつ利用者
にその経費の一部を助成しています。

※グラフの数字は四捨五入しています。

▼△▼　用語ミニ辞典　▽▲▽

◎歳入

◎歳出

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
る
介
護
給
付

費
（
九
割
）
と
利
用
料
（
一
割
）、
そ

し
て
食
費
・
居
住
費
な
ど
の
利
用
者

負
担
で
の
収
入
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

会
計
上
で
は
、
一
般
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
と
は
別
に
、「
介
護

サ
ー
ビ
ス
特
別
会
計
」
と
し
て
予
算

措
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

二
十
四
年
度
介
護
サ
ー
ビ
ス
特
別

会
計
の
歳
入
合
計
は
、
三
億
二
千
百

七
万
四
千
円
、
歳
出
合
計
は
三
億
一

千
六
百
九
十
七
万
八
千
円
で
し
た
。

　

こ
の
歳
入
全
体
か
ら
歳
出
全
体
を

差
し
引
い
た
四
百
九
万
六
千
円
を
二

十
五
年
度
に
繰
り
越
し
て
い
ま
す
。

■歳入決算額
３億２，１０７万４千円

決算
状況

平成２４年度
介護サービス
特別会計

■歳出決算額
３億１，６９７万８千円

サン・グリーンゆざわ

○住　所
・湯沢市裏門一丁目２番１９号
○事業内容
・特別養護老人ホーム
・短期入所サービス
・デイサービス

■湯沢市の介護サービス施設

法定給付費　44億6,949万
3千円

施設介護サービス等
給付費

18億4,980万1千円
（38.1％）

介護予防事業・包括支援事業
９,075万6千円（1.9％）

市町村特別給付費（紙おむつ）
３,396万円（０.７％）

その他諸支出金
（基金積立、償還金等）
1億2,457万4千円（2.6％）

総務費
（認定審査会費、認定調査費等）
１億3,887万8千円（2.8％）

高額介護サービス費・
審査支払手数料
1億816万7千円（2.2％）

特定入所者
介護サービス等給付費
2億5,366万2千円（5.2％）

48億5,766万1千円

歳出 居宅介護・
介護予防サービス等

給付費
22億5,786万3千円
（46.5％）



○
と　

き　

11
月
16
日
㈯
午
後
3
時
〜
5

　

時
30
分

○
と
こ
ろ　

羽
後
町
文
化
交
流
施
設
「
美

　

里
音
」

○
演　

題　
「
市
民
口こ
う

福ふ
く

セ
ミ
ナ
ー
〜
糖

　

尿
病
と
歯
周
病
の
関
係
〜
」

○
講　

師　

八や

重え

柏が
し

隆た
か
し

さ
ん
（
岩
手
医
科

　

大
学
歯
学
部
歯
科
保
存
学
講
座
歯
周
療

　

法
学
分
野
教
授
）、
長な

が

澤さ
わ

幹か
ん

さ
ん
（
同

　

糖
尿
病
代
謝
内
科
助
教
）

○
入
場
料　

無
料

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
雄
勝
郡
歯
科
医

　

師
会
学
術
担
当
長
澤
（
に
し
も
な
い
な

　
が
さ
わ
歯
科
医
院
内
☎
55
8
3
5
5
）へ

　

山
形
大
学
工
学
部
野の

長な
が

瀬せ

裕ゆ
う

二じ

教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
、
講
演
や
事

例
発
表
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
我
社
の
取
組
み
」

で
す
。
人
口
減
少
社
会
の
現
在
に
お
い
て

異
業
種
間
交
流
を
き
っ
か
け
に
地
元
の
発

展
を
目
指
す
個
人
参
加
型
の
会
合
で
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
と　

き　

11
月
8
日
㈮
午
後
6
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

○
参
加
料　

二
千
円（
軽
食
・
飲
み
物
代
）

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

協
和
精
工

　

㈱
内
事
務
局
渡
辺（
☎
62
4
5
6
6
）へ

　

ど
な
た
で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
13
日
㈬
午
後
1
時
40
分

　

〜
3
時
30
分

○
と
こ
ろ　

皆
瀬
中
学
校
体
育
館

○
内　

容　

中
学
生
6
人
の
意
見
発
表
、

　

秋あ
き

山や
ま

肇は
じ
め

さ
ん
に
よ
る
講
演

○
問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
湯
沢
市
民

　

会
議
事
務
局
（
市
生
涯
学
習
課
社
会
教

　

育
文
化
班
内
☎
42
5
8
1
0
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
24
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

　

午
○
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
署
3
階

　

会
議
室

○
受
講
料　

無
料

○
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
雄
勝

　

広
域
消
防
署
救
急
係（
☎
73
3
1
5
1
）

　

へ
○
と　

き　

11
月
4
日
㈪
〜
13
日
㈬
（
最

　

終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

油
彩
画
の
展
示

○
問
い
合
わ
せ　

絵
画
同
好
会
「
か
き
の

　

会
」
西
村
（
☎
73
3
3
8
6
）
へ

○
と　

き　

11
月
14
日
㈭
〜
20
日
㈬
午
前

　

8
時
30
分
〜
午
後
8
時
（
最
終
日
は
午

　

後
4
時
ま
で
）

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

山
野
草
写
真
五
十
点
を
展
示

○
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
野
草
の
会
佐
々
木

　

進
（
☎
73
4
6
3
6
）
へ

○
と　

き　

11
月
20
日
㈬
〜
29
日
㈮

○
と
こ
ろ　

プ
ラ
テ
ィ
ア
Ｏ
Ａ
ス
テ
ー

　

シ
ョ
ン
湯
沢
校

○
内　

容　

パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
文
書

　

・
表
計
算
・
グ
ラ
フ
な
ど
の
作
成
、
イ

　

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
基
礎
知
識
の
応

　

用
（
中
級
程
度
）

○
受
講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
も
無
料
）

○
対　

象　

55
歳
以
上
の
人
で
、
就
職
や

　

就
業
を
目
指
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求

　

職
申
し
込
み
し
て
い
る
人

○
定　

員　

20
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
市
シ

　

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
72
6
2
0 

 

0
）
へ

　

民
事
調
停
委
員
・
家
事
調
停
委
員
が
相

談
を
受
け
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

○
と　

き　

11
月
17
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

　

後
3
時

○
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

金
銭
の
貸
借
・
売
掛
金
の
回

　

収
・
家
庭
内
問
題
・
遺
産
分
割
・
交
通

　

事
故
・
土
地
や
建
物
の
も
め
ご
と
な
ど

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢

　

調
停
協
会
（
湯
沢
簡

　

易
裁
判
所
内
☎
73

 

2
8
2
8
）
へ

経
営
者
の
勉
強
会

第
４
回
こ
ま
ち　

イ
ブ
ニ
ン
グ
サ
ロ
ン

絵
画
同
好
会
「
か
き
の
会
」

小
作
品
展

第
37
回
山
野
草
写
真
展

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

パ
ソ
コ
ン
実
務
講
習

（
中
級
）
受
講
者
募
集

2013.11.01
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青
少
年
育
成

湯
沢
市
民
大
会

普
通
救
命
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

平
成
25
年
度

湯
沢
市
雄
勝
郡

歯
科
医
師
会
学
術
講
演
会

無
料
調
停
相
談
会

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

　

十
月
一
日
付
け
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

■
高た
か

橋は
し　

正ま
さ

美み

さ
ん（
湯
沢
地
域
／
再
任
）

■
井い
の

上う
え

美み

智ち

代よ

さ
ん（
稲
川
地
域
／
再
任
）

■
後ご

藤と
う　

ア
イ
さ
ん（
稲
川
地
域
／
新
任
）

■
髙た

か

階が
い　

豊と
よ

太た

さ
ん（
雄
勝
地
域
／
新
任
）

○
任　

期　

10
月
1
日
〜
平
成
28
年
9
月

　

30
日

○
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
社
会
福
祉
班

　
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
1
7
）
へ

　

十
一
月
三
日
㈰
か
ら
九
日
㈯
ま
で
は
、

秋
の
防
火
週
間
で
す
。

　

期
間
中
、
各
地
域
の
消
防
団
と
消
防
署

で
駆
付
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
所
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
の
サ
イ
レ
ン

と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
訓
練
日
程　

▼
稲
川
地
域（
三
梨
地
区
）

　

＝
11
月
3
日
㈰
午
前
8
時
20
分
▼
雄
勝

　

地
域（
秋
ノ
宮
地
区
）＝
11
月
3
日
㈰
午

　

前
7
時
▼
皆
瀬
地
域（
皿
小
屋
地
区
）＝

　

11
月
3
日
㈰
午
前
9
時
▼
湯
沢
地
域

　
（
須
川
地
区
）＝
11
月
8
日
㈮
午
後
6
時

　

30
分

○
防
火
パ
レ
ー
ド
日
程　

▼
皆
瀬
地
域
＝

　

11
月
6
日
㈬
午
前
9
時
〜
正
午

○
問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
の
相
談
課
環
境

　

消
防
班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
1
1
7

 

･
1
1
8
）
へ

　

立
木
を
伐
採
す
る
場
合
は
、
人
工
林
・

天
然
林
の
別
や
伐
採
本
数
に
関
わ
ら
ず
、

現
況
が
森
林
の
状
態
に
な
っ
て
い
る
と
き

は
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

①
届
出
書
の
提
出
時
期
は
伐
採
を
開
始

　
　

す
る
日
の
30
日
〜
90
日
前

　

②
伐
採
す
る
人
と
造
林
を
行
う
人
が
異

　
　

な
る
場
合
は
連
名
で
提
出
が
必
要

　

③
保
安
林
や
保
安
施
設
地
区
に
指
定
さ

　
　

れ
て
い
る
場
合
は
、
事
前
に
県
へ
の

　
　

届
け
出
が
必
要

　

④
森
林
経
営
計
画
を
立
て
て
い
る
森
林

　
　

を
伐
採
す
る
場
合
は
、
別
途
届
け
出

　
　

が
必
要

○
問
い
合
わ
せ　

農
林
課
林
務
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
6
1
1
）
へ

　

市
で
差
し
押
さ
え
し
た
不
動
産
の
公
売

を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

11
月
13
日
㈬
午
前
10
時

○
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
第
2
会

　

議
室

○
公
売
方
法　

入
札
方
式

○
公
売
物
件　

湯
沢
市
内
町
地
内
／
宅
地

　

／
474
・
66
㎡

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
掲
示
板
ま
た
は

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
税
班
（
☎
73

　

2
1
1
1
内
線
2
3
8
･
2
3
9
）
へ

　

湯
沢
雄
勝
広
域
市
町
村
圏
組
合
ご
み
焼

却
場
整
備
に
伴
う
都
市
計
画（
案
）に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

　

な
お
、
縦
覧
期
間
中
は
、
市
長
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
縦
覧
期
間　

11
月
15
日
㈮
ま
で
／
平
日

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

○
縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

○
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
都
市
計
画

　

班
（
☎
73
2
1
1
1
内
線
5
4
4
）
へ

○
募
集
種
目　

高
等
工
科
学
校
生
徒

○
資　

格　

17
歳
未
満
の
男
性
（
中
学
校 

　

卒
業
者
ま
た
は
予
定
者
）

○
応
募
期
限　

12
月
6
日
㈮

○
試
験
日　

平
成
26
年
1
月
18
日
㈯

※
詳
細
は
、
受
け
付
け
後
に
連
絡
し
ま
す
。

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
横

　

手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2
32
3
9

 

2
0
）
へ

○
と　

き　

11
月
15
日
㈮
午
後
1
時
30
分

　

〜
3
時

○
と
こ
ろ　

秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

○
内　

容　

相
続
に
つ
い
て

○
参
加
料　

無
料

○
定　

員　

20
人

○
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
14
日

　

㈭
ま
で
、
秋
田
地
方
法
務
局
湯
沢
支
局

　
（
☎
73
2
4
5
0
）
へ

湯
沢
市
人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

火
の
用
心〜

秋
の
防
火
週
間
〜

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

公
売
の
お
知
ら
せ

都
市
計
画（
案
）の
縦
覧

伐
採
お
よ
び
伐
採
後
の

造
林
の
届
け
出

2013.11.01
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自
衛
官
募
集

法
務
局
市
民
講
座

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



　労力的かつ経済的に自力での雪下ろしが困難な高齢者
世帯などに対して、屋根の雪下ろしにかかる費用の一部
を助成します。
　ただし、住居以外の家屋や冬期間居住していない住居
などの管理を目的としたもの（空き家、特別養護老人ホ
ームなどに入所して在宅生活の見込みがないなど）は除
きます。
●助　成　額　1回につき、掛かった費用の半額で、
　　　　　　　　１回当たり6千円を超えない額
●回　　　　数　1世帯当たり3回まで
※生計を一にする親族や直系親族が行った有償による雪
下ろしは対象となりません。
●実 施 期 間　12月1日～平成26年3月31日
●申し込み期限　平成26年2月28日㈮
●対 象 世 帯　①と②の両方に該当した上で、次の⑴
　　　　　　　　～⑹のいずれかに当てはまる世帯

●申し込み　利用希望者は、所定の申請書に必要事項を記入し、長寿福祉課、地域包括支援センター、各総合支所、
　　　　　　在宅介護支援センターのいずれかで申請の手続きをしてください。申請は代理の人でもできます
●決　　定　申請書により、世帯の状況などを調査して利用の可否を決定し、結果を通知します
　　　　

▲

長寿福祉課高齢介護班（☎73‒2111内線519）　　　　

▲

稲川総合支所市民サービス班（☎42‒5815）
　　　　

▲

雄勝総合支所市民サービス班（☎52‒2111）　　 　　

▲

皆瀬総合支所市民サービス班（☎46‒2111）

　福祉サービスとして、除雪や雪下ろしが困難な下記の世帯に対する除雪サービスや雪下ろし費用の
一部助成を行います。サービスを希望する対象世帯の人は、下記に申し込みください。

①市内に住んでいる世帯で、親族またはボランティアに
　よる福祉活動などの援助を受けることができない世帯
②市民税が非課税の世帯（生活保護受給世帯を除く）

①除雪について近隣から援助がない世帯
②自力による除雪ができない世帯

⑴65歳以上の人だけの世帯
⑵65歳以上の人と中学生以下の子どもだけの世帯
⑶配偶者のいない女子と中学生以下の子どもだけの世帯
⑷配偶者のいない女子と中学生以下の子どもおよび65
　歳以上の人だけの世帯
⑸身体障がい者1級から4級までの人だけの世帯
⑹知的障がい者など、その他の要援護世帯で、⑴から
　⑸までの要件に準ずる世帯

　早朝に稼動した除雪車により除雪された自宅前の雪塊
を、道路に面した出入り口の1メートルから1. 8メート
ル幅で取り除き、人の出入り口を確保します。
●実 施 期 間　12月～平成26年3月のうち、実施を希
　　　　　　　　望する月
●作 業 時 間　午前7時～11時
●利　用　料　1カ月2千円（月1回のみの実施の場
　　　　　　　　合は千円）
※サービス利用のない月がある場合は、その分の利用料
を返金します。
●納 付 方 法　利用決定通知書に同封の郵便振込用紙
　　　　　　　　で、シルバー人材センターに納付
※納付を確認後、サービスを開始します。
●申し込み期限　11月20日㈬
※「玄関から道路までの除雪」や「流雪溝の開閉時間に合
わせた除雪」など、サービス内容以外の除雪は行いません。
●対 象 世 帯　おおむね65歳以上の在宅高齢者世帯と、
　　　　　　　　これに準ずる高齢者または障がい者世
　　　　　　　　帯のうち、①と②の両方に該当する世
　　　　　　　　帯が対象

のお知らせ福祉除雪サービス
雪下ろし費用助成のお知らせ
福祉除雪サービス
雪下ろし費用助成

雪下ろし費用助成 福祉除雪サービス雪下ろし費用助成 福祉除雪サービス
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○
と　

き　

11
月
24
日
㈰
午
後
2
時
開
演

○
と
こ
ろ　

湯
沢
文
化
会
館

○
入
場
料　

三
百
円（
小
学
生
以
下
無
料
）

○
曲　

目　
「
ピ
ー
タ
ー
ル
ー
序
曲
」、「
呪

　

文
と
踊
り
」、「
夢
を
か
な
え
て
ド
ラ
え

　

も
ん
」、「
ジ
ブ
リ
・
メ
ド
レ
ー
」
ほ
か

○
指　

揮　

柴し
ば

田た

宏こ
う

二じ

さ
ん
、
大お

お

滝た
き

慎し
ん

さ

　

ん
○
問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｗ
Ｏ
吹
奏
楽
団
井
上

　
（
☎
0
9
0
―
7
9
3
2
―
4
6
6
0
、

　

*jw
o_conspirit@

yahoo.co.jp

）
へ

○
と　

き　

12
月
8
日
㈰
午
後
6
時
開
演

○
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

○
料　

金　

七
千
円
（
全
卓
指
定
）

※
欠
席
の
場
合
、
料
金
の
払
い
戻
し
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
申
し
込
み　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
フ

　

ロ
ン
ト
ま
た
は
、
お
び
き
ゅ
う
に
て
受

　

け
付
け
（
電
話
不
可
）

○
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
な
つ
メ
ロ
同
好
会

　

大
内
（
☎
0
9
0
―
5
3
5
7
―
6
2

 

2
5
）
へ

第
８
回
Ｊ
Ｗ
Ｏ
吹
奏
楽
団

定
期
演
奏
会

平
成
25
年

湯
沢
な
つ
メ
ロ
忘
年
大
会

　農地をほかの用途に利用（農地転用）する場合は、農
業委員会に申請して許可を受ける必要があります。
　農業委員会では、許可の可否を判断するに当たり、
申請受理後に現地調査を行なっていますが、積雪時に
は農地の現状把握が困難になります。
　近年の積雪状況を勘案し、転用申請の受け付けを次
のとおりとしますので、早めにご相談ください。

　

※許可後、着工できるのは5月初旬以降になります。

○問い合わせ
　農業委員会事務局（☎73-2111内線521～524）へ

※冬期間や雪解け後、すぐに着工したい場合もこの日
までご相談ください。

　11月22日㈮

　平成26年3月25日㈫

○転用申請受付終了日

○転用申請受付開始日

農地転用申請の冬期間の
　　　　取り扱いについて

2013.11.01
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　10月12日～14日、千葉県成田市のナスパスタジアムなどで行われた第8回15
Ｕ全国ＫＢ野球秋季大会に出場し、初戦で名古屋球友（愛知県代表）と対戦し、
勝利を収めました。
　柴田さん、髙橋さんは 「全国大会でしたが、そんなに実力差は感じられなか
った。一つ一つのわずかなプレーの差が勝敗を分けた。良い経験になりました」
と話していました。また、小南さんは 「自分たちの野球ができたと思っている。
今回は出場機会が少なかったですが、裏方としてチームを支えました。この経
験を今後の野球人生に生かしていきたい」 と話していました。

○第44回ＪＯＣジュニアオリ
　ンピック陸上競技大会／
　女子共通4×100ｍリレー　
　10月25日～27日
　（横浜市／日産スタジアム）
　「秋田県のユニフォームに
早く慣れて、体調を万全にし、
決勝に出場できるように頑張
りたい」 と話していました。

県選抜陸上選手

小　南　天　耀さん
　

みなみこ てん よう
皆瀬中学校3年

柴　田　あいりさん
　

たしば
湯沢南中学校2年

（写真左）
髙　橋　航　大さん
　

雄勝中学校3年 雄勝中学校3年
たか はし こう だい

（写真右）
柴　田　大　樹さん
しば た ひろ き

全国大会に出場の
　　　　　　　皆さんを紹介します。

湯沢市雄勝郡・大曲仙北郡選抜ＫＢ野球選手
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ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎４２－５８１１　FAX４２－2670

　普段から元気に体を動かすことで、糖尿病、心臓病、脳
卒中、がん、※２ロコモティブシンドローム、うつ、認知症
などになるリスクを下げることができます。
　例えば、今より10分多く、毎日体を動かしてみませんか。

　近くを散歩したり、子どもと遊んだり、徒歩で通勤した
り、体を動かす機会や環境は身の回りにたくさんあります
ので、気付いたときに始めましょう。
　ウォーキングでは、歩数を１日1,000～1,500歩増加させ
ることは、約10～15分間の活動時間に相当し、エネルギー
消費量は、体重70㎏の男性では35～40kcal、体重60㎏の女
性では30～35kcalに相当するといわれています。体重を１
㎏減らすには7,000kcalの消費エネルギーが必要です。

※１健康寿命
　健康日本21（第二次）では、健康上の問題で日常生活が制限さ
　れることなく生活できる期間とされています。

※２ロコモティブシンドローム（通称：ロコモ）
　運動器症候群。運動不足や加齢などにより、骨や関節の病気、
　筋力の低下、バランス能力の低下によって転倒・骨折しやすく
　なり、要介護になる危険性が高い状態を指しています。

市民総体開催中！
　湯沢市体育協会では、毎年、各団体で市民
や市内に勤務している人などが参加できる
市民総合体育大会を開催しています。

柔道
○と　き　11月24日㈰
○ところ　湯沢武道館
○参加資格　湯沢市雄勝郡内に在住する人
○参加料　無料
○申し込み・問い合わせ　11月17日㈰まで、
　湯沢市柔道連盟生田目（☎090‒4315‒7572）
　へ

体育施設情報
◆今シーズンのパークゴルフ場は、
　10月で終了しました。

から始めよう！

で健康寿命を延ばしましょう！

あなたは「適度な運動」をしていますか？あなたは「適度な運動」をしていますか？
健康のための第一歩健康のための第一歩

※１

調理・食事＝14kcal
掃除＝45kcal
簡易な農作業＝30kcal
ゆっくり歩く＝22kcal
急ぎ足で歩く＝45kcal
階段を上る＝75kcal
自転車をこぐ＝36kcal
（普通の速さ）
電車内で立つ＝20kcal

日常生活動作

10分間の消費エネルギーの目安10分間の消費エネルギーの目安

2013.11.01
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湯沢のスポーツ情報

バスケットボール
○と　き　11月24日㈰
○ところ　総合体育館
○参加資格　市内に在住する18歳以上の人
　で構成しているチーム
○参加料　１チーム2,000円
○申し込み・問い合わせ　11月5日㈫まで、
　湯沢市バスケットボール協会事務局丹
　（☎090-2605-2886）へ

●皆瀬生涯学習センター（☎462033）

●湯沢図書館（☎733040）

児 童 図 書

●湯沢図書館

図書館だより

13

ケルスティン・ギア／著

私の本棚
幕末志士の死亡診断書
次の夢への一歩
混浴と日本史
わたしも、がんでした。
家康公の時計
色えんぴつで描こう小さなイラストと和の文様
知られざる大鵬
織田作之助　昭和を駆け抜けた伝説の文士“オダサク”
図書館の魔女　上・下
11／22／63　上・下

◆みんなの森おはなし会
と　き：11月30日㈯午前10時30分
ところ：湯沢図書館児童室

※ここで紹介した図書はほんの一部です。　※カセットやCD、ビデオ、DVDなどは必ず借りた図書館窓口に直接返却してください。

●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

　三部作ついに完結!謎、冒険、そして
ロマンスがぎゅっと詰まったタイムトラ
ベルファンタジーです。サンジェルマン
伯爵の真の狙いとは？グウェンドリンと
ギデオンの恋の行方は？前作 「紅玉は終
わりにして始まり」 「青玉は光り輝く」
とあわせてお楽しみください。

◆11月の特集
一　　般「秋の夜長を満たすのは…。」

～豊かな秋を楽しむのは読書だけではないですよ。
日本酒やワイン、料理の特集です。

児童前半「秋の夜長にじっくり読書」
～ゆっくり本の世界に浸りませんか？～

児童後半「思わぬ出会いがありました!」
～改めて名作を読んでみました!～

2013.11.01

新潮社／編
酒井　シヅ
阿部　雅龍
下川　耿史
国立がん研究センター がん対策情報センター
落合　偉洲
田代　知子
佐藤　祥子
オダサク倶楽部／編
高田　大介
スティーヴン・キング

ダイアナ・アストン／文
シルビア・ロング／絵
千葉　茂樹／訳

　大自然が長い時間をかけて作り出した鉱
物は、地球からのメッセージです。この絵
本は、不思議で面白い 「いし」 の世界が美
しいイラストで楽しめる知識絵本です。

トリックアートゆうえんち
グーテンベルクのふしぎな機械
古どうぐ～るぐる
富士山の大図鑑
わたしのすてきなたびする目
しましまとぽちぽち
アサギをよぶ声
インディゴ・ドラゴン号の冒険
やさしい大おとこ

北岡　明佳
ジェイムズ・ランフォード
赤城　香織
富 士 学 会
ジェニー・スー・コステキ＝ショー
ダーロフ・イプカー
森川　成美
ジェームズ・Ａ・オーウェン
ルイス・スロボドキン

『いしのはなし』

自分を好きになる方法
免疫療法に近づくな
もう一枝あれかし
ＵＮＴＩＴＬＥＤ
ミストレス
ズバリわかる!手相

本谷有希子
近藤　　誠
あさのあつこ
飛鳥井千砂
篠田　節子
ボワィヤン・S・米田

鈴木輝一郎／著
　あの屈辱の金ヶ崎の敗戦から三カ月。復讐
に燃える信長は、盟友・家康をこきつかい二
倍近い大軍で浅井長政領内奥深くに攻め込む。
楽勝かと思いきや、とことん弱い織田勢は…
大誤算にキレる信長、一撃で粉砕、弱すぎる
秀吉、どこにいる？光秀、またも巻き込まれ
た家康。のちの天下人・四人の悪戦苦闘をコ
ミカルに描く痛快歴史小説。

◆おはなしの会「ひまわり」によるおはなし会
と　き：11月16日㈯午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

◆うたとお話ライブ
と　き：11月17日㈰午後2時
ところ：稲川カルチャーセンター・ホール
入場料：無料

●稲川カルチャーセンター（☎785557）

特別図書整理休館のお知らせ　次の日程で、図書整理を行います。期間中は、館内利用、貸し出し･返却などのすべての業務を停止
しますので、ご理解のほど、よろしくお願いします。　湯沢図書館＝11月1日㈮～10㈰　雄勝図書館＝11月19日㈫～28日㈭

イノベーションのアイデアを生み出す七つの法則 スティーブン・ジョンソン

◆11月の特集
一般「寒さに負けない!ココロとカラダの健康特集」
児童「マンガで読もう!日本の歴史特集」

◆おはなし会
と　き：11月2日㈯午前10時
ところ：雄勝図書館児童コーナー

竹田　青嗣
河合　真如
内田　学
フランソワ＝ベルナール・ユイグ
岩室　紳也
小川　陽子
加藤　　淳
堂場　瞬一
松居スーザン
いもとようこ
セシル・ジョスリン
乾　栄里子

●雄勝図書館（☎525387）
哲学書で読む最強の哲学入門
常若の思想　伊勢神宮と日本人
90分でわかる!日本で一番やさしい「データ分析」超入門
テロリズムの歴史
ママもパパも知っておきたいよくわかるオチンチンの話
親の認知症が心配になったら読む本　
すべてがわかる!「豆類」事典　
傷
にひきのいたずらこやぎ
つぎはわたしのばん
そんなときどうする？
ぽんこちゃんポン!

『比類なき翠玉 時間旅行者の系譜比類なき翠玉 時間旅行者の系譜』 『姉川の四人 信長の逆切れ姉川の四人 信長の逆切れ』『比類なき翠玉 時間旅行者の系譜』 『姉川の四人 信長の逆切れ』



10月15日届け出分まで

■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

10. 1

10. 2

10. 2

10. 4

10. 5

10. 6

10. 6

10. 8

10.10

10.10

10.11

10.12

10.12

10.12

10.13

10.14

10.14

91

75

97

82

85

91

85

85

74

88

81

96

81

89

84

62

65

上　八　幡

清水町第５

清水町第４の１

外前森第１

堂　ヶ　沢

祝　　　田

いさみが岡

小　中　嶋

落　　　合

宮 渕 ２ 区

酒　　　蒔

いさみが岡

千石町第１

いさみが岡

寺　沢　下

石 塚 上 区

中　　　村

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

神　明　町

大　　　倉

88

95

10. 9

10.14

末　信

光　悦

井 上　ミ サさん
髙 橋　良 助さん

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

古　　　戸

浅　　　萩

上　旭　町

新　　　地

68

78

35

88

10. 4

10. 7

10.10

10.12

紘太郎

勝　宏

利　晴

洋　一

高 橋　稲 子さん
由 利　勝 雄さん
佐 藤　明 子さん
太 田　ウ タさん

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

シャイントピアみなせ8810.14 本　人佐 藤　ハ ナさん

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

じおん

ふうり

ゆうか

まさき

おうが

しづく

とらい

齊 藤　時 音くん

宮 城　鳳 俐くん

鈴 木　優 花ちゃん

佐々木 雅 希くん

中 嶋　王 雅くん

古 関　紫 月ちゃん

川 畑　虎 生くん

 9.20

 9.25

 9.27

 9.30

10. 3

10. 7

10. 8

大　　　町

宮 渕 ２ 区

上 二 井 田

両　　　神

千石町第１

上 二 井 田

千 石 町 中

一彦さん・まりさん

英敏さん・志穂子さん

要介さん・優子さん

雅典さん・英乃さん

君博さん・千恵美さん

詳介さん・未来さん

勇太さん・弥奈美さん

2013.11.01
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良太郎

レイ子

裕　一

佐藤加代子

本　人

春　雄

本　人

圭　二

長　松

本　人

一　忠

本　人

幸　子

本　人

肇

周　介

美和子

10月15日届け出分まで

●皆瀬地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

こうしろう　

佐 藤 煌士朗くん  9.26 菅　　　生勝則さん・裕美さん

佐 藤　マ スさん
菅　　　　清さん
松 田　露 子さん
山 中　キ ヨさん
菅 𠩤　脩 二さん
沼 田　ト ヨさん
太 田　シ ヲさん
伊 藤　力 藏さん
阿 部 キヨ子さん
井 上 サワ子さん
赤 平　畯 一さん
大 山　正 作さん
髙 橋　得 男さん
小 嶋　豊 晴さん
大 山 千枝子さん
髙 山　律 子さん
柴 田　養 一さん

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎425811）へ

2013.11.01
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○湯沢図書館休館日

●8人制バレーボール大会〔秋ノ宮小学校体育館〕
○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

○雄勝図書館図書整理休館（～28日）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○なかよし広場〔湯沢保育所〕午前１０時～１１時３０分／保育所開放

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●カンガルースクール〔総合体育館〕

○湯沢図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　志水歯科医院（羽後／☎621338／
　午前９時～正午）

●市民総体バスケットボール大会〔総合体育館〕
●市民総体柔道大会〔湯沢武道館〕
○ほっと館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○支援センター合同事業「ぽっかぽか親子遊び」〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●秋田県中学校秋季新人ハンドボール大会〔総合体育館〕

●ＪＣカップ小学生ハンドボール大会〔～３日、総合体育館〕

○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　柴田歯科医院（羽後／☎625001／
　午前９時～正午）

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ0、1才児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕

●全県総合ハンドボール選手権大会〔～１０日、総合体育館〕

○ほっと館休館日
○雄勝図書館休館日

●生涯スポーツ教室〔総合体育館〕
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕
○年金相談〔商工会議所会館〕午前10時～午後2時
○げんきっこクラブ2才以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会

●東北クラブバスケットボール選手権大会〔～17日、総合体育館〕

○湯沢まるごとマーケット〔旧雄勝中央病院跡地〕
　午前10時～午後4時

○湯沢図書館図書整理休館（～１０日）

●高体連バスケットボール大会〔総合体育館〕

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成25年度　行政相談委員の相談所開設日と会場
開設時間
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午
午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　 会　　　　場
はあとぴあ第１研修ルーム
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

11月20日㈬

お問い合わせは
税務課納税班

納税は簡単で便利な口座振替をご利用ください
（☎73-2111　内線241・242）へ

月月1111

11月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

19日㈫

14日㈭ １０：００～１１：１０
　９：００～　９：４０
１０：２０～１１：１０

㈱ 松 田
㈲ み な せ 木 工
湯沢市役所皆瀬総合支所

全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)
　　　　　　　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2111内線131~133）へ

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

第37回第37回第37回 我々の健康を求める集い我々の健康を求める集い我々の健康を求める集い
●ところ　湯沢グランドホテル
●と　き　11月13日㈬午後 2時
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「緑の少年団交流会in北海道」に参加した６
年生の３人。隊の活動について「先輩たちの
木もあり、みんなが活動して守ってきたもの
と感じた。この伝統を続けて行きたい（菅原）」
「山は一度でも汚れると後が大変。ごみを捨
てないなど、一人一人が山を守るための意識
を持つことが大切（菅）」「１年生のときに
植樹してからずっと活動してきた。特別なこ
とをしている気持ちはなかったので、今回の
表彰には驚いた（菊地）」と話してくれました。

　

地
域
住
民
が
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
を
整
え

よ
う
と
守
り
育
て
て
き
た
学
校
林
。
秋
ノ
宮
小
学
校

で
は
、
昭
和
四
十
五
年
に
結
成
さ
れ
た
「
秋
ノ
宮
小

学
校
杉
の
子
隊
（
緑
の
少
年
団
）」
が
、
学
校
林
を

地
域
の
自
然
を
学
ぶ
場
と
し
て
活
用
、
地
域
・
保
護

者
の
協
力
を
得
な
が
ら
木
を
守
り
育
て
る
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

秋
ノ
宮
小
学
校
の
学
校
林
は
、
昭
和
十
年
か
ら
植

栽
が
行
わ
れ
、
三
十
三
年
に
学
校
林
と
し
て
承
認
さ

れ
、
三
十
五
年
か
ら
計
画
的
植
林
が
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。「
喜
び
の
山
」
と
名
付
け
、
春
に
は
親
子
で

登
山
し
、
植
物
観
察
や
植
物
を
使
っ
た
遊
び
な
ど
を

学
ぶ
親
子
森
林
教
室
、
雄
勝
広
域
森
林
組
合
な
ど
の

協
力
を
得
て
、
児
童
が
植
え
た
木
の
下
草
を
児
童
自

ら
が
鎌
で
刈
り
取
る
育
樹
教
室
、
秋
に
は
地
域
の
指

導
者
な
ど
を
講
師
に
、
秋
ノ
宮
に
生
息
す
る
生
物
の

こ
と
や
木
と
生
物
と
の
関
わ
り
な
ど
を
学
ぶ
教
室
な

ど
、
一
年
を
通
じ
た
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
際
に
は
、Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
が
協

力
し
て
、
登
山
道
の
整
備
や
安
全
面
で
の
サ
ポ
ー
ト

を
行
う
な
ど
、
関
係
機
関
と
一
体
に
な
っ
た
活
動
を

継
続
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
学
級
園
で
の
野
菜
作
り
を
行
う

「
菜
園
活
動
」、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
や
地
域
の
福

祉
施
設
訪
問
な
ど
の
「
福
祉
活
動
」
を
行
い
、「
自

然
を
愛
し
、
人
と
関
わ
っ
て
育
つ
杉
の
子
隊
」
と
い

う
活
動
テ
ー
マ
を
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ
れ
、
今
年
八
月
に
杉

の
子
隊
が
加
盟
す
る
全
国
緑
の
少
年
団
連
盟
（
公
益

社
団
法
人
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
所
管
団
体
。
三
千

六
百
三
十
五
団
体
、
約
三
十
三
万
人
が
加
盟
）
か
ら
、

全
国
で
五
団
体
に
贈
ら
れ
る「
み
ど
り
の
奨
励
賞（
連

盟
会
長
賞
）」を
受
賞
。
八
月
二
日
に
六
年
生
三
人
が
、

北
海
道
当
別
町
で
行
わ
れ
た
「
緑
の
少
年
団
交
流
会

ｉ
ｎ
北
海
道
」
に
参
加
し
て
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ま
た
、
九
月
に
は
秋
田
県
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
の
学
校
林
等
活
動
の
部
で
最
高
賞
の
県
知
事
賞
を

受
賞
し
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
と
、地
域
が
一
体
と
な
っ

て
育
て
て
き
た
学
校
林
。
中
山
小
学
校
と
の
統
合
後

も
、
子
ど
も
た
ち
を
守
り
育
て
よ
う
と
い
う
意
識
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
代
々
育
て
て
き
た
学
校
林
に

対
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
、
本
校
の
教
育
活

動
に
対
す
る
強
力
な
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
齋
藤
千
鶴
子
校
長
。

　

祖
父
母
・
父
母
・
子
と
三
世
代
に
わ
た
っ
て
守
り

育
て
ら
れ
て
き
た
学
校
林
。
こ
の
豊
か
な
森
か
ら
得

る
知
識
と
経
験
や
、
活
動
で
つ
な
が
る
学
校
と
地
域
、

地
域
内
の
強
い
絆
が
、
子
ど
も
た
ち
が
活
動
を
通
じ

て
学
び
、
引
き
継
い
で
い
く
財
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。

と
う
べ
つ

さ
い
と
う

（左から）菅原陵太さん、菅　廉さん、菊地藍輝さん
すがわらりょうた きくち あいきすが れん

ち
ず
こ

百
一
百
一
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